
























































第84冊， 1981年.， 112ベー ジ参照。
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されていない点にある。 1793年の譲歩を定めた特許法 charteract は， A. C. Banerjee， ed.， 
lndian Constitulio抗alDor.uments， vol 1・1757-1858，1945， pp. 132-156に抄録されてし、る。







































































































し (1)海上官易， (2)内陸肉業 (3)各種金融活動に区分しうる。まず海上貿易
において彼らは，東は中国〈広東〉より西は紅海・アフリカ東岸に至る広大な
領域に貿易の網を広げ， 最も比重の高かった中間貿易を会社のそれと比較す
5) Letter' from Governor-general to Select Committee， 9 April 1801， cited in A. Tripathi， 
Trade and Finance in the Bengal Presidency 1793-1833， 1956， p. 64 
6) 松本陸樹「ペンガルにおける AgencyHou田の形成」同志社大学『経済学論議』第32巻3
4号， 1984年， 207へージ。
7) 会社使用人および本国政府軍将校の合計は4，207人である。前掲出渦第 2 表参I~，
38 (578) 第137巷第6号





















9) An Accaunt of shifl8 Jlt for the English tradc so.iling IIom Calcutta， Fort Wil1iam， 4 
April 1800. CBengal Boarcl of Tracle Proceeclings， AprH 1800， vol. 146) printed in S. B 
Singh， Europe師 Ag，ηcy.Houses四 Bengal(1783-1833)， 1966，即 308-12より計算.
10) J. Sutt叩 ，Lords of the East. 1981， Appendix 9， pp. 166-8より計算。
11) S. B. Singh， op. cit.， pp. 19， 20 
12) 1770年代から80年代にかけて三つの銀行 CBankof Hindosta.n， Bengal Bank. C田町a1Bank 
of In dia)がイギリス人によって設立され，また1804年時点でカルカνタにイギリ只人の経営す
る保険会社が6つあった。
イギリス束インド会社と在インドの fギリス人私商人 (579) 39 
問題」と Lて中心的に顕現し，それは私商人の成長の端的な表現であったとと
もに，この問題への対処如何が英印貿易発展への重要な鍵を提供した。次にこ
の|送金問題Jに焦点をあてつつ考察を進めよう o まずここで l送金」といわれ
たのは，会社・会社使用人・私商人が i:?fT:多かれ少なかれ略奪的に獲得した
貨幣的富〔さしあたりは銀形態)を本国の代理人に送付することを意味している。






































































、，Memorialof Merchants， Agents for Persons residing in the East Indies， to the Right Hon-
orable Commissioners for the Affairs u[ Iudia， 8 June 1801， in Suttlement to the Appeηdιτ 









16) H Furber， John Company at 酌ork，1951. p. 50 
17) ilid.， p.14土


























19) Memorial of Merchants. . .， in Supplement加 theFourth R中0'ιp.67.
20) Letter from the Governor-general to the Court of DirectQIS， 30 Sep. 1800， in Supplement 



































21) フィリップス ιH..Philipsの挙げる数字を示すなら，対仏戦争中，デンマー ク・アメリカと
いった「中立国」の船舶悶運賃が平均でトン当り20ポンドであったりに対し，会仕掛ほ36ポシド
であった。 C.H. Philips， The East lndia Company 1784-1834， 1940， p.106 

























著しく不足し，ー ために商人は右往左往し，落胆させられるJC傍点は引用者)Report of the 
Special Committee， towhose Consideration the Letter from Mr. Dundus was reffered， 1801. 
in Sutplement to the Fourth RepoTt， p.10 
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以上の点を論証するうえで，われわれはまず膨張政策の具倖的事例としてグ
ジャラ トおよびアウド両地方2ω に対するそれを， 主にナイティンゲーノレ F
















23) グンャラー トはイ γド四部のキャンベイi宵を問む地帯をいい回他方アウドはベシカル北西に位
置する。前掲拙稿第1図参照叩
24) 17755f.から 1800年までの間にイ γlから中国へ輸出された商品の半分がグジャヲート産の原
綿であったといわれる。 P.Nightingale， Trade and Em戸月間 Westerη lndia1784-1804， 
1970， p. 128 
25) 1775年から1800今までの問にイン下から中島|へ輸出された原綿のうち ~22 のみが告社勘定であ







すためホに濡らすことさえLた。 P.Nightingale， 0ψ. cit.， p.18 

























28) P. Nightingale，倍以， p. 205. 
29) The Fourth ReporιAppendix 47， p.192. 























と報告しているoP. J. Marshal1.“Ecomomic and Po!itical Expansion; The Case of Oudh"~ 
Modern Asiaη Studies， vol. 9， No. 4. 1975. p. 472 
31) G. Ousley's evidence， 20 June 1806. cited in P. ]. MarshaIl， ibz'd.， p. 472 
32) たとえば次のような事例がある。 RobertOrrなるイギリス人商人がドー フ〈ベンガル申地名，
のちウェルズリにより酔古〉でインディゴを略奪され，まず現地人のハトロンである Amilに訴
えたが持があかず，続いてルグナウの会社商館に訴えたが甲斐がなかった。 ibt"d.， p. 473. 
33) Bengal Board of Revenue Proceedings. 1 Nov.1804. cited in R.Mukherjee.“Trade and 




すなわちベンガノレへの輸出額は， 1795-6年の 500万ルピ から1803年の1340力











出所) R. Mukherjee， ，‘Trade and Empire 
in Awadh 1765-1804" Past and 




















ころの，対イ γ ド貿易におけるイ :/F産綿製品の本国輸入の衰退と、それに伴
34) 以七の数字は R.Mukherjee， ibid.， pp. 95， 6 
35) 1796年から98年にかけてロンドンへ持ちこまれたインディコのうち， 6 --7割がアウド産であ





イギリス東イント会社と在イント白イギリス人私商人 (589) 49 
第2表会社由競売による売上白商品構成
〈1798/9-1804/5年の午平均〉単位千，-J:ンド
門'"1'1: j;( ""私官晶品目 I l 
- 一三L一一L価ー~里山~ー」価 額%
51.1 I 3，431 238 9.6 
製 品
イ 〉〆 ド産 1，841 27.4 612 24.5 
中 国 産 62 0.9 23 0.9 
糸 451 6.7 51 2.0 
料 446 6.6 61 2.4 
インディゴ・砂糖他 263 3.9 1，452 58.2 
硝 石 213 3.2 32 1.3 
コ ヒー 12 0.2 27 1.1 
ムロ 百十 6，719 100.0 2.496 100.0 
注) (1)私貿易の持ちこむ物産はそD殆んど会社競売に付せられた。 (2)上表にはイ
ンド貿易および中国貿易が含まれる。茶田中国産綿製品目生糸の一部を除い
たものがほぼインド貿易による売上に相当する。 TheFourth Report. pp 









































37) St. George Tucker's Minute on transfer of debt， 22 June 1801. Home Misc. 370. p. 769 
cited in A. Tripathi. op. cit.， p.81 
38) 前掲拙稿庸3表より計算。


























積きれ，私商人の成長の資金的基礎Eなったと 100 (2)従ってイ γ ドにおける会
















4-5 40 2，424 
5-6 31 仏817














5-6 1，174 7，062 
6-7 773 6，818 

















!且月町) The Fo山rthRepゅrt，p. 155， Ap 
pendix No. 46 















I I 1，330 (22.2) 
~I 品目 (37.3) 
ル 2，113 (34.7) 
7lm3(392〕
在 3，043 (56.8) 
富 2，176 仰の
.1 1 2，424 (55.4) 















出所〉 会社貿易は TheFourth Retort， pp. 494， 5.Appendix No. 25，私貿易は






















いことも明白であろう O なぜなら私商人とは， 悲惨を極めた征服戦争を自ら要




















イギリス東イ γド会社と在インドのイギリス人私商人 (595) 臼
と，乙こに当該期のノギリスの対アジア政策の真相があった。われわれは，ウ
ェノレズリによる貿易独占権修正を，かかる動向に対する端的な証明として位置
づけることができょう。総じて本稿では，前稿で礁認されたウェノレズリの構想
実現に対して会社の露呈した限界性が，私商人によって如何に補われたかが追
跡されーそこから当該期の会社の動態的変化およびイギリス・アジア支配の動
向に関わる上記諸命題が浮び上ったのである。われわれは次稿でl 戦乱に明け
暮れるイ y ドからイポリス本国に立b戻り，ウェノレズリの諸政策をめ〈って引
起こされた会社諸関係者間の論争を検討素材として，会社の歴史的役割につい
て当制加事態が示唆するところを総括的に検討し上号。
(1985年5月8日〉
